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北
里
の
生
涯
が
克
明
に
書
か
れ
た
本
書
の
表
題
に
「
ド
ン
ネ
ル
の
男
」

と
象
徴
的
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
時
に
雷
が
落
ち
る
よ
う
な
雷
親
爺

の
意
味
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
稲
妻
の
様
に
き
ら
め
く
北
里
博

士
の
思
考
力
と
実
践
力
も
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
ド
ン
ネ
ル

の
男
が
よ
り
一
段
と
巨
人
に
相
応
し
い
生
涯
を
象
徴
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。筆

者
は
三
年
前
に
中
村
桂
子
著
「
北
里
柴
三
郎
」
（
本
誌
四
七
巻
一

号
）
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
今
回
は
本
書
上
下
二
巻
（
五
八
七
頁
）
の

紹
介
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
里
博
士
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

か
を
述
べ
る
。

先
ず
何
と
い
っ
て
も
山
崎
氏
の
三
十
冊
を
超
え
る
著
書
の
中
で
も
最

〔
汲
古
書
院
、
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二
’
五
’
四
正
吾
ビ
ル
ニ

階
、
電
話
○
三
’
三
二
六
五
’
九
七
六
四
、
二
○
○
四
年
一
月
、
Ａ
五

判
、
三
三
三
頁
、
定
価
一
二
、
○
○
○
円
〕

く
か
ら
で
あ
る
。
思
え
ば
吉
益
氏
に
つ
い
て
今
日
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
主
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
漢
方
医
学
を
考

え
る
出
発
点
と
し
て
、
ま
ず
本
書
を
手
が
か
り
に
吉
益
東
洞
氏
の
『
古

書
醤
言
』
か
ら
読
み
解
い
て
み
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。（

秋
葉
哲
生
）

山
崎
光
夫
杵

『
ド
ン
ネ
ル
の
男
北
里
柴
三
郎
」

も
長
編
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
細
菌
学
会
誌
の
今
年
四
月
号
（
北
里
柴

三
郎
博
士
生
誕
一
五
○
周
年
記
念
特
別
企
画
講
演
を
所
載
）
の
裏
表
紙

全
面
に
東
洋
経
済
新
報
社
が
北
里
博
士
の
写
真
も
添
え
て
著
者
潭
身
の

長
編
小
説
と
紹
介
し
て
い
る
。
学
会
誌
に
記
念
号
と
は
言
え
出
版
広
告

は
極
め
て
珍
し
い
。
出
版
社
の
自
信
と
意
気
込
み
が
窺
わ
れ
る
。

山
崎
氏
は
北
里
博
士
に
は
多
年
関
心
を
持
ち
続
け
て
来
ら
れ
た
よ
う

で
、
二
十
年
来
の
構
想
の
後
に
書
か
れ
た
と
著
者
の
話
を
北
里
博
士
の

孫
の
北
里
一
郎
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
日
医
ニ
ュ
ー
ス
一
○
一
五

号
）
。
一
昨
年
出
版
さ
れ
た
あ
る
随
筆
風
の
小
編
の
中
で
、
恐
ら
く
三
十

歳
ご
ろ
か
ら
医
師
そ
れ
も
大
学
・
病
院
・
開
業
医
と
各
科
の
臨
床
医
、

基
礎
医
学
者
と
広
く
会
っ
て
来
た
と
述
べ
て
い
る
事
か
ら
も
、
多
年
の

著
作
に
は
医
療
・
医
学
、
薬
学
、
民
間
薬
と
し
か
も
そ
れ
ら
を
取
り
巻

く
社
会
の
動
き
な
ど
並
々
な
ら
ぬ
幅
広
い
範
囲
の
内
容
か
ら
も
今
回
の

著
作
の
素
地
は
十
分
に
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
北
里
博
士
の

生
誕
一
五
○
周
年
を
期
し
て
多
年
の
構
想
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
も
北
里
博
士
に
つ
い
て
の
取
材
は
極
め
て
徹
底
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
文
面
か
ら
も
充
分
窺
え
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
小
生
に
と
っ
て
感
心
し
た
点
は
、
明
治
二
十
七
年
二
八
九

四
年
）
に
英
国
領
香
港
の
ペ
ス
ト
流
行
に
つ
い
て
そ
の
前
後
の
経
緯
と

政
府
の
対
応
な
ど
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
北
里
博
士
が
ペ
ス
ト
の
調
査

に
出
張
す
る
の
で
あ
る
。
現
地
で
コ
ッ
ホ
研
究
所
で
の
学
識
経
験
に
よ

り
ペ
ス
ト
菌
を
同
定
し
発
見
を
公
表
す
る
の
で
あ
る
が
そ
の
項
で
細
菌

の
グ
ラ
ム
染
色
に
つ
い
て
の
記
述
が
そ
の
発
見
に
始
ま
り
手
技
は
勿
論

そ
の
技
術
上
の
問
題
点
に
ま
で
詳
細
に
述
べ
て
い
る
事
で
あ
る
。
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著
者
は
以
前
一
九
九
一
年
の
著
作
の
後
書
き
で
小
説
を
書
く
事
は

さ
ん
い
つ
ち

三
一
致
の
世
界
に
挑
戦
す
る
事
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
時
間
、
場
所
、

人
物
の
三
つ
の
条
件
が
一
致
す
る
よ
う
設
定
す
る
と
の
事
で
こ
の
考
え

で
著
者
は
書
い
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
が
本
書
も
北
里
博
士
が
全
編
を
通

じ
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
終
始
極
め
て
リ
ア
ル
に
人
間
性
が
感
じ
ら
れ

る
様
に
書
か
れ
て
い
る
事
に
作
家
と
し
て
の
努
力
と
力
量
が
頷
か
れ

る
。
医
療
、
医
学
に
つ
い
て
の
当
時
の
専
門
的
な
状
況
も
織
り
交
ぜ
な

が
ら
次
々
と
場
面
を
展
開
さ
せ
る
所
は
こ
れ
ま
で
の
山
崎
氏
の
著
作
に

比
べ
る
と
資
料
の
取
材
が
豊
富
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
内
容
の
臨
場

感
に
い
っ
そ
う
読
者
を
引
き
付
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
風
の
全
編
の
極
く
一
部
を
列
記
し
て
み
る
と
東
大
医

学
部
卒
業
の
頃
か
ら
始
ま
り
結
婚
の
事
、
北
里
の
活
躍
し
て
い
た
明
治

の
初
期
の
衛
生
行
政
の
推
移
も
劇
的
に
述
べ
ら
れ
、
本
邦
最
初
の
細
菌

学
の
論
文
発
表
公
緒
方
正
規
・
北
里
柴
三
郎
共
著
に
よ
る
鶏
コ
レ
ラ
菌

の
同
定
》
の
事
、
ド
イ
ツ
留
学
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
留
学
中
の
コ
ッ

ホ
研
究
所
で
の
コ
ッ
ホ
や
レ
フ
レ
ル
、
ベ
ー
リ
ン
グ
等
研
究
仲
間
と
の

交
流
、
留
学
期
間
の
延
長
、
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
成
功
ま
で
の
苦
労
、

ゴ
ッ
ホ
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
、
帰
朝
の
事
、
帰
朝
後
の
伝
染
病
研
究

所
設
立
の
事
、
香
港
に
ペ
ス
ト
調
査
に
出
か
け
ペ
ス
ト
菌
の
発
見
、
明

治
三
十
二
年
二
八
九
九
）
横
浜
検
疫
所
で
の
ペ
ス
ト
菌
発
見
と
野
口

英
世
の
事
、
志
賀
潔
の
赤
痢
菌
発
見
の
事
、
コ
ッ
ホ
の
来
日
、
伝
研
の

文
部
省
移
管
問
題
、
北
里
研
究
所
の
設
立
、
日
本
医
師
会
長
就
任
の
こ

と
等
そ
の
他
の
詳
細
な
展
開
を
読
む
事
が
出
来
る
。

著
者
が
事
実
と
し
て
劇
的
な
場
面
を
書
い
て
い
る
事
は
、
医
史
学
上

で
は
か
っ
て
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
北
里
博
士
と
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
面
談

で
あ
る
が
ド
イ
ツ
よ
り
の
帰
路
パ
リ
で
二
人
が
会
っ
て
い
る
事
に
つ
い

て
藤
野
恒
三
郎
博
士
は
不
明
と
書
い
て
い
る
。
（
藤
野
・
日
本
細
菌
医
学

史
一
三
七
頁
）
北
里
研
究
所
北
里
柴
三
郎
記
念
室
の
近
年
の
調
査
に
よ

る
と
北
里
の
日
記
及
び
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
か
ら
署
名
入
り
の
写
真
が
残
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
二
人
は
会
っ
て
い
る
事
は
間
違
い
な
い
と
の
ご
教

示
を
戴
い
て
い
る
。

こ
こ
で
一
箇
所
に
つ
い
て
説
明
を
補
い
理
解
を
助
け
る
事
に
し
た

い
。
上
巻
一
二
五
頁
に
あ
る
「
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
と
平
行
し
て
気

腫
疽
菌
（
鳴
疽
菌
）
と
呼
ば
れ
る
細
菌
の
研
究
を
続
け
て
い
た
」
と
あ

る
が
、
科
学
史
的
に
も
医
科
学
史
的
に
も
こ
の
文
に
は
説
明
が
必
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
嫌
気
度
の
高
い
気
腫
疽
菌
の
非
常
に
困
難
な
純
粋
培
養

を
一
八
八
九
年
に
液
体
培
地
で
一
八
九
○
年
に
は
固
形
培
地
で
成
功
し

た
の
で
あ
っ
た
。
気
腫
疽
菌
の
嫌
気
性
純
粋
培
養
実
験
の
前
駆
的
な
研

究
が
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
の
研
究
を
成
功
に
導
い
た
と
考
え
ら
れ
そ

れ
故
に
比
較
的
短
い
期
間
に
成
功
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

事
に
つ
い
て
も
北
里
柴
三
郎
記
念
室
よ
り
資
料
に
つ
い
て
ご
教
示
を
戴

い
て
い
る
。

本
書
は
「
週
刊
東
洋
経
済
」
に
二
○
○
二
年
四
月
よ
り
連
載
さ
れ
た

も
の
で
、
医
師
が
読
ん
で
も
参
考
に
な
る
所
が
多
く
興
味
深
く
書
か
れ

て
い
る
。

（
会
田
恵
）

〔
東
洋
経
済
新
報
社
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
一
’
二
’
一
、
電
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「
平
成
藺
学
事
始
江
戸
・
長
崎
の
日
藺
交
流
史
話
」

鎖
国
の
間
も
日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
を
長
崎
に
限
っ
て
入
港
さ
せ
、
一
般

と
隔
離
し
た
出
島
の
蘭
館
を
唯
一
の
拠
所
と
し
て
交
流
が
お
こ
な
わ
れ

て
き
た
。

片
桐
一
男
氏
は
対
外
交
渉
史
に
お
け
る
通
詞
の
存
在
に
注
目
し
、
当

時
専
門
害
の
な
か
っ
た
こ
の
職
業
団
を
研
究
し
て
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研

究
』
（
吉
川
弘
文
館
）
を
世
に
出
し
た
。
内
外
の
資
料
か
ら
実
証
的
に
解

明
把
握
し
鎖
国
下
の
日
本
に
海
外
情
報
と
世
界
知
識
を
取
り
入
れ
た
通

詞
た
ち
の
業
績
を
示
し
た
。

本
書
は
著
者
が
青
山
学
院
大
学
定
年
を
前
に
、
二
十
八
年
に
わ
た
る

研
究
を
通
し
て
そ
の
間
に
発
表
し
た
新
聞
や
雑
誌
記
事
な
ど
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
阿
蘭
陀
通
詞
と
い
う
役
人
の
足
跡
を
追

い
、
江
戸
文
化
を
守
り
育
て
る
上
に
貢
献
し
た
業
績
を
具
体
的
に
紹
介

し
て
い
る
。

第
二
章
は
日
蘭
交
流
の
舞
台
と
な
っ
た
出
島
を
蛮
館
の
図
入
り
で
説

明
し
、
江
戸
町
の
通
詞
会
所
と
通
詞
部
屋
の
位
置
を
示
す
。

第
三
章
で
は
来
日
し
た
ケ
ン
ペ
ル
（
【
シ
両
三
℃
両
国
両
）
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ

ー
（
弓
出
口
ｚ
國
岡
海
⑦
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
（
曾
両
ｍ
Ｏ
Ｐ
ｇ
が
、
出
島
で
独

自
の
調
査
を
実
行
し
た
状
況
を
追
っ
て
い
る
。
こ
の
三
人
の
旺
盛
な
知

話
○
三
’
三
二
四
六
Ｉ
五
五
五
一
、
四
六
判
、
上
巻
二
七
三
頁
、
下
巻

三
一
五
頁
、
上
下
と
も
一
七
八
五
円
〕

片
桐

一
男
普

識
欲
、
意
欲
的
な
活
動
、
ま
た
彼
ら
と
交
つ
た
日
本
人
の
姿
を
、
深
い

理
解
力
で
活
写
し
、
ノ
ー
ト
を
破
り
と
っ
た
メ
モ
の
走
り
書
き
一
つ
も

見
逃
す
こ
と
な
く
紹
介
し
て
感
動
を
伝
え
る
。

五
章
六
章
以
下
八
章
ま
で
ア
ヘ
ン
戦
争
を
伝
え
た
情
報
や
砂
糖
・
カ

ス
テ
ラ
・
オ
ラ
ン
ダ
料
理
、
蘭
学
者
の
生
き
方
と
影
響
な
ど
史
料
に
則

し
な
が
ら
、
こ
と
細
か
に
描
い
て
飽
き
さ
せ
な
い
。

著
者
は
『
杉
冊
玄
白
』
（
吉
川
弘
文
館
）
や
『
蘭
学
、
そ
の
江
戸
と
北

陸
』
（
思
文
閣
出
版
）
『
阿
蘭
陀
通
詞
今
村
源
右
衛
門
英
生
」
（
丸
善
）
「
蘭

学
事
始
と
そ
の
時
代
」
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）
『
開
か
れ
た
鎖
国
ｌ
長

崎
出
島
の
人
物
・
情
報
」
（
講
談
社
）
『
阿
蘭
陀
宿
海
老
屋
の
研
究
」
（
思

文
閣
出
版
）
な
ど
多
く
の
研
究
書
で
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
を
書
き
続
け
、

ま
た
早
く
に
（
昭
和
四
十
七
年
）
鎖
国
時
代
『
対
外
応
接
関
係
史
料
」

（
近
藤
出
版
社
）
を
校
訂
し
て
、
長
崎
入
津
の
唐
和
蘭
陀
船
に
関
す
る
史

料
を
詳
細
に
紹
介
し
、
応
接
関
係
職
や
帳
簿
書
類
名
ま
た
外
国
船
名
・

人
名
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た
。

本
書
は
そ
う
し
た
長
年
の
道
す
じ
で
論
文
に
書
か
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
日
蘭
交
流
の
副
産
物
と
し
提
供
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
時
に

は
社
会
の
裏
側
に
批
判
の
目
を
向
け
た
り
、
暗
夜
に
手
探
り
で
外
国
語

を
学
ん
で
鎖
国
下
の
日
本
に
唯
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
情
を
伝
え
た
通
詞

た
ち
の
苦
労
を
知
ら
せ
よ
う
と
願
っ
た
著
者
の
人
情
が
に
じ
み
出
て
い

る
。
話
術
の
巧
み
な
著
者
は
、
一
般
の
人
々
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま

た
研
究
者
へ
の
史
料
紹
介
と
し
て
鎖
国
時
代
の
興
味
あ
る
史
話
を
時
に

は
対
話
形
式
で
或
い
は
独
自
の
形
で
披
露
し
て
み
せ
る
。
珍
ら
し
い
絵

図
や
写
真
を
惜
し
み
な
く
用
い
て
、
こ
の
時
代
や
オ
ラ
ン
ダ
に
関
心
の


